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　小児ア レ ル ギー
患者 の 無作為 に 選 ん だ 5カ 月

一22歳 まで の 患者 （平 均年齢H ．3歳）i40例 （男 86，女 54＞
に 対 し て，ア カ ム シ ユ ス リカ （Tokunag∂yusurika ∂k∂musi ，　T ．a ，　Tokunaga 　1938

，
　Sasa　1978）の RAST ，

及 び皮膚プ 1丿ッ ク テ ス トを行 っ た ．RAST ス コ ア 2以上 の 陽性者 は 26例 （18．6％ ）で 年齢層 1群 （5カ

月
一6 歳）3、2％ 1H 群 （6 −12歳）ア．7％，　 III群 （12−18叢）20、O％，　 IV 群 （18−22歳）46．7％ と加齢 に

よ り高 く な る 傾 向 が あ り， ピーク は 2 歳近 辺 で あ っ た ．疾患別 で は気管支喘息 22．2％ ， ア ル ギ
ー

性鼻炎

14．3％，ア トピー
性皮膚 炎5．3％．じ ん ま し ん 0％ で あ っ た，東京都内居住者 の 陽性率 は 17．8％，都外居

住者 の そ れ は 20％ で あ っ た が 有意差 は な か っ た，同患者中．皮膚 プ リ ッ ク テ ス ト施 行65例中陽性 は 15例
23．1％ で あ り．皮膚 プ リ ッ クテ ス ト と RAST 　score の

一
致 率は 松村 ら の 基 準 に よ る と62，7％，　Vang．　elow

の 判定基準 に よ る とア8．4％で あ っ た ．

　ユ ス リカ の RAST 陽性率 18．6％は，ア レ ル ギ
ー

疾 患全体 で は HD69 ．7％ T ダ ニ 77 ，7％と，第 3位 を示

した．喘息患者 の み で は，そ れ ぞ れ 94．4％，95．3％ に 次 ぐ第 3 位 の 陽性率 で あ っ た．皮膚 プ リ ッ ク テ ス

トで は ，ア レ ル ギ
ー

疾患全体 で は，HD 　84．3％，ダ ニ 80．ア％，気管支喘息 患者 で は 97．2％，98．1％ に 次
い で第 3 位 の 陽性 ア レ ル ゲ ン で あ っ た．

　血清 IgE 値 は ユ ス リカ RAST 陽性 群 が 有意 に 高 く （ρ ＜ O、0  11i，ダ ニ 特異 IgE 抗体価 で は ユ ス リカ

RAST 陽性群 が 高 い 傾向 を 示 し た が 有意差 は な か っ た，
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ユ ス リ カ に よ る ア レ ル ギ ー

疾患 と して は
、

ナ イ ル 河

流域 に お け る ユ ス ジ カ 〔．C忽ゴo癬 zン加 エs鰐 1eu・：isi） に よ

る 喘息，ア レ
’

ル ギ ー
性 鼻 炎

1ト 3 ｝

， 　ドイ ツ の ユ ス リ カ

（ChirOnOpnif．s　h
」
nttntni 　til“ tntre．i） の 幼虫 よ り 魚 の 餌を
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HD 　house　dust；　PRIST 　phadezyme 　r且dioim −

munosorbent 　 test ；　RAST 　radioallergosorbent

test； T．a ．　 ro加 朋 卿 ゼ磁 曲 ヱ 幽 〃 attsi

作る 入 や それを使 う人 に み ら れ る 喘息，鼻炎 （Baur，
198〔ll4，が 報 告 さ訌 て い る．目本 に お い て は，1984年富

山 地方 に 大量発生 した ユ ス リ カ に よ る 喘息例 の 報告以

後 喘 息 の 重 要 な ア レ ル ゲ ン
’
と し て 解 明 さ れ て き

た
S ：
．コJ、こ れ らは 特殊 な環 量 に発生する局在 的 な もの

と憲 わ れ て い た．　し か し，1986年伊藤 ら iよ霞 ケ 浦 に 丿、

量発生す るア カ ム シ ユ ス V カ （T ，a ）と 都内 で 多数発生

して い る セ ス ジ ユ ス ワ カ （C肋 御 〜卯 η 褥 アo ∫メz加曜 な厩）

を用 い 成人喘息患者に お け る RAST 及 び 皮膚 テ ス ト

の 結 果 か ら
i・IP ’．ユ ス リ カ は ．夷 京近 郊 に お い て も HD ，

タ ニに 次 く 重要 な ア レ ル ゲ ン で あ る L と を 示 し た ．

我 々 は ，今 同，東京 及 び 近 郊 に 在住す る 小児 の ア レ ル
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ギ ー疾患．殊 に 喘息 に お け る ユ ス ヲ カ の ア レ ル ゲ ン
‘
と

し て の 重要性 を検 討 し，更に 加齢 と 陽性率の 変化を検

討 し た の で 報 告する．

対　象 （Table　D

　当小児科 ア レ ル ギ ー外来 に 通 院す る 生 後 5 力 且 22

歳 ま で 平均年齢 11．3歳の 思者正40名 湧 86名，女 54名 ）

を 任意 に 抽 出 し， ア カ ム シ ユ ス O カ の RAST を行 っ

た ． うち 65名 幌 38名．女 27名〉（2，3−22歳）に 対 し て

は患者 の 同意を得 て プ IJ
ッ ク テ ス ト を 行 っ た ．

方　法

　1） ユ ス リカ 成虫抗原

　ユ ス 夢 力 抗 原 の 作製方法 は 前報 と祠様で あ る
9），ア

カ ム シ ユ ス リ カ Tokunaga η4sun
’
ha 　（lhaMttsi

’
．（To −

kunaga ，1938，
　 Sasa，1978）の 成 虫を ll月 上 旬霞 ケ 浦

の 湖畔に て 採取 し，凍結乾燥 し た 後．− 20℃ に て 保存 し

た ．凍結乾燥虫 体を氷冷 し た乳鉢に て 磨砕 し，ユg 乾燥

虫体 に 30mi の 割 合 で エ ーテ ル を加 え，更 に 20−30分間

磨砕 を続 け た ．全 て の 内容物 を25， 0  × g．　30分間 蝨℃

に て 遠沈し，上澄を捨 て 耽殿 を凍結乾燥 し た ， こ の 脱

脂操f乍を更 に も う
一度 く り返 し た 後 ，

1g の 乾燥虫｛奉に

っ ぎ20m ｝の 割合 で pH 　7．4の リ ソ 酸緩衝 生 理 食 塩 水

（PBS ）をー 記乾燥末 に 加 え， 4 ℃ 中で ス タ
ー

ラ
ー

を用

い て 撹拌 した ．48時 間後250 0 × g，3  分間 4 ℃ に て 遠

沈 し，上澄を PBS で 24時間透析 した ．そ の 間数回 外液

を取 り替 え た ．透析 内液を両様 に 遠沈 し，上 澄 を 凍結

乾燥し
一20℃ に て 保存 し た．そ の 最終産物 〈凍結乾燥

末）の 蛋 自 含 有 率 は Lowr ＞
・購 法 で 測 定 し た と こ ろ

52 ユ ％ で あ っ た ．

　2） プ リ ツ ク テ ス ト用抽出液

　a．20倍抽出液

　ブ リ ッ ク テ ス F用 の 20倍抽 出液 は 以下 の 方法 で 作製

し た ，上 記 柚 出液凍結乾燥 末 に 5 ％ グ リセ リ ン 添 加

Coca 液 （食塩 O．5g，炭酸 ナ ト リ ウ ム O．25g，グ 舜 セ リ

v1GOinl ，蒸留水 を加 え て 200ml と す る）を元 の 凍結乾

燥虫体 19 に 20m1 に な る よ うな害ll合 で 加 え t・ ．こ れ を

ミ P ボ ア フ 、 ル e 一
ω．45μm ，ア メ リ カ ，

ミ リ ポ ア 社

製） に 通 し て 滅菌 し た ．20倍抽 出 液 の 蛋 白量は 成 虫 で

8．8mglml ，幼 虫 で 16．3mg ，

”
ml で あ つ た ．20倍抽出液

は 5 名 の 正常 成人 で 非特異的反応 を 惹起 し な い 最高濃

度 で あ る．

　b． ユ ス リ カ 以外 の ア レ ル ゲ ン 抽 出液

　我 々 の 喘 息 ア レ ル ギ
ー

外来 で 使用 し て い る ブ リ ッ
ク

用吸入 ア レ ル ゲ ン 24種 及 び 、食餌性 ア レ ル ゲ ソ 2擢 は

鳥居薬 品 株式会祉 （東京） よ り入手 し た ．吸入 ア レ ル

ゲ ン に は
，

ダ ニ （Z）ermatopi 碓agoides　Xbrinae，　Df）・HD ・

花祝 真菌類が 含 まれ ftge性 ア レ ・レ ゲ ソ に は 牛乳 ・

卵 黄 ・卵 白 ・大豆 な ど が含 ま れ て い る ．

　 3） RAST （radioallergosorbent 　teSt丿

　 無作 為 に 選 ん だ ア レ ル ギ
ー
疾患 の 患者 140例 の 血 清

を 用 い た ．RAST は Ceska の paper　disc法
n ，に 従 っ

た．先ず直径 5mm の 濾紙 （東洋科学社製 6号）を CNBr

に て 活性 化 した ．そ の 500枚 を ユ ス リ カ の 抗 原液 10m 王

UOmg 蛋 由　，im 】　PBS ）に 浮遊 し， 4 ℃ 中 に 24時間，転

倒回転 させ た ，そ の 後 の 処 置 は Ceska の 方 法 に 従 っ

た ．作製 した 抗原結合 paper 　disc　 1枚 を0． 5ml の 患

名血清中に 入れ，4 ℃ ，24時間静置 し た eq　RAST 　incu・

bation　buffer で 3 回 洗浄 し，「a51
標識抗 IgE（Sweden，

Pharmacia社製） の O．05m1 を 方艮え て
，

4 ℃，24時 間

incubate し た 後，同様 に 洗 浄 し 自勤 γ
一カ ウ ソ タ

ー
｝こ

て 銭存 放 射能 を 測 定 し た ．RAST 価 の Pharmacia
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1ユ32 小 児 ア レ ・・L ギ ・・
疾患 の 7 カ ム シ ユス リ カ RAST に つ い て

RAST 　Unit （PRU ）表 示 は Pharnlacia社 よ り 入 手 し

た 慓準血清及 び 標準 paper　discを用 い て 行 っ た ．

　 4：1 プ リ ソ ク テ ス ト

　
ユ ス リ カ 抽出液以外 の 吸 入 ア レ ル ゲ ノ 24種 ，食餌性

ア レ ル ゲ ン 24種 に よ る ブ リ
ッ ク テ ス ト を 140詞 の 患老

に 行 った， ユ ス リ カ 抽 出液 に よ る プ リ ン ク テ ス トは こ

の 内 の 65名 の 患 者 に 行 っ た，

　5） 血 清総 lgE ｛直

　血 清総 lgE値 は PRIST 法 に よ り行 い
，
　 U

，

’m1 で 示

し た ，

　6） ダ ニ 特異 IgE 抗体

　ダ ニ 〔Df）特 異 lgE抗体 は RAST 法 に よ り行 い ，
PRU で 示 した ．

結　果

　

0
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5

蛉

だ
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鷺
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誓
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Age

　Fig．1、　 RAST 　scores 　by　age ．

　RAST 　score ≧ 2showed 　the　 increase　 with 　the

age ．　 Group　4　（aged 　≧　18）　showed 　the　嘆8．3％
positivity．　The　peak　might 　be　between 　18　to　20

yea ｝s．

　 1、ア カ ム シ ユ ス リ カ の RAST 陽 性 率 RAST
score ≧ 2を示 し た 患者 は ア レ ル ギ ー

患 者 14  弼中26例
で 陽性 率 は 18，6％で あ っ た （Fig．1〕．

　 患者を 年齢層 に 分け 1 群 5 ヵ 月 以 ヒ 6 歳 ま で 31例

（男 19，女 ILt，平 均年齢 3．5歳），　 II群 6歳以上 12歳ま で

39例 （
「
男22

， 女 17，平 均年齢 8、1巌）．lller12歳 以 a8
歳 ま で 40例 （男 24

， 女 16，平 均年齢 15．4歳），正V群 18歳
以上 22歳 まで 3 例 乱男 21，女 9，平均年 齢 19．7歳） に

分 け る と． 1群31例 中 1 例 （陽性率 ； 3．2％），II群 39
例中 3例 （同 7．7％），m 群 40例中 8 例 く同 200／． ）：，　 IV群
30例 中1弓例 （肩 46．7〜96　．） と，年齢 の 長ず る に 従 い 高 く

な る傾向か あ っ た ．因み に 陽性者中最年少者 は 5 歳 9
ヵ 月 の 男児 で あ っ た ．全 ア レ ル ギ

ー
患老を 疾患 別 に 分

類 す る と．気管支喘息 は 1群 17例 （男 10，女 7 ），II群
27例 （ee　15，女 12），　 In群 34例 （男21，女 13），　 IV群 29
例 （男21，女 8 ）の 計 107例 で あ っ た ，ア レ ル ギ ー

性鼻

炎は 1 群 2 例 （男 2 ），II群 5 例 （男 1
， 女 4 ），　 HI，

IV群 は 0 の 7例（男 3 ，女 4 ），ア ト ピ ー
性皮膚炎 は 1

群 9 例 （男 5，女 4），II群 5例 （男 4，女 1），　 m 群

4 ｛列 （男 2 ，女 2 ），IV群 1例 （男 1名）の 19例 （男11，
女 8 ），じ ん ま し ん は 1群 3例 （男 2，女 1），H 群 2
つ歹ij（男 2 ），　HI群 2 倒 （男 1 ，　女 1），　IV君羊 0 の 計 7 例

（男 5．女 2 ）で あ っ た ．疾患別 の 陽性者数 は （Table
2），気管支喘息107例 中24例 （22．2％）， ア レ ル ギ ー

性

鼻炎 7例中 1 例 （14．3％），ア ト ピ ー
性皮膚炎 19例中 1

例 （5 、3％）で あ っ た ．気管支喘息 に お け る年齢層別 の

陽性者数は 1群 17例中 1 例 （5、9％），II群 27例中 2例

Table　2　1｝1agnosis 　of 　the　RAST 　positive　patients

（．7 ．4％）、 HI群 34捌中 7 働 く20．6％），王V群 29例 中 14例

（48．3％）と同 蝶 に 加 齢 と共 に 陽性率 が高 くな る傾向が

み られ た ．居 住地 に よ る陽性率 の 差 を み る と（Fig．2），
東京 都内居住者 は 140例 中 90例 で

， 内 ユ ス リ カ RAST
陽 性者 は 16例（17愚％）， 東 京都外居住者すな わ ち 神奈

川 県，千葉県、栃木県，埼玉 県居 住 者 は 5D例 ， そ の 内
RAST 陽性 者 は 10例 （2G％） で あ り，東京都内居住者

が や や 低 か っ た が有意 の 差 は 認 め られ なか っ た．

　2・ ア カ ム シ ユ ス ，」 カ の プ リ ・ ク テ ス ト 〈F三9．3）

　ブ リ ブ ク テ ス ト を松村 らの 判定 基準に よ り判定 （膨

疹 ≧ 5mm ，発赤 ≧ 15mm ）する と，プ P ッ ク テ ス ト施

行例 65例中陽性者は 15例 （23．1％） で あ っ た ，15例 中

RAST 　score 陽性者 は 8 例 （53．3％），陰性 老 は 7 例

（46．7％）で あ っ た．ま た，RAST 　score 陽 性 者 19例中

プ ワ ．
ン ク テ ス ト陽性老 は 8例 ：（42，1％） で あ っ た，一

方 ， RAST 陰 性 群 46例中皮膚 テ x ト場 性 者 は 7 例

N 工工
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Age 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A 亘e

（a ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （b）

Fig．3，　Prick　tests　by　m 孟dge （T ．a．）　in　aliergic 　patients．

（a） Erythema　size　wikh 　 age ，

（b）　、Vheal 　size　with 　age ，

Erythema 　over 　l5mm 　apPeared 　at 　age 　7、

Wheal 　over 　5mm 　appeared 　at　age 　9．

13　　15　　11　　19　　21

　 　 　 　 　 　 　 　 （yrs｝

（17．4％），陰 性者 は 39例 （82．6％）で あ っ た ．RAST

score と プ リ ッ ク テ ス ト との
一

致 率 は 62．7％ で あ っ た

（Table　3）．次 に Vanslow らの 判定基 準 12｝
に よ り判定

す る と プ リ ッ ク テ ス ト陽性数は 65例 中 玉0例 （15．3％），

ブ リ ン ク テ ス ト 陽 性 老 10例 中 RAST 陽 性 者 8 例

（80％），陰性 者55例 中 sk 量n　test陰性者 43例 （78．2％）

で
，
RAST 陽性者 と皮膚 テ ス ト陽 性者，　RAST 陰性者

と 皮膚 テ ス ト陰性考に よ る RAST と プ リ ッ ク テ ス F
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ユ134 小 児 ア レ ル ギ
ー
疾患 の ア カ ム シ ュ ス リ ヵ RAST に っ い て

の
．．

致率 は 78．4S，6と Vanslow に よ る 判定 基 進 の 方 が

よ り高い
一

致率 を 示 し た．因 み に ，村 上 らの 判 走基準

膨疹 が contro1 よ ll　2 × 2mm 以 上 大 きい i直を と る と．

　 Table 　3　Relati〔｝n　betweell　 results 　of　prlck

　 　 　 tes し with 　 1 ：20　 extracts 　and 　 RAST

a ：Accordh ユ9 し。　the 。riしeria　b｝
・MatSUmur ξi．

Skin 　tθ蚊
To 〔al

一： ・s 　 　 　 1｝11
　　i（29．2％ 冫

民AST
　 　 　 　 　 7　 　 　 ・39　 i　 46

To … 1〔・・il％・i　
5D
　i・驫

RATE 　 of 　coincidence

（・一・・
）〆6ヨ；−O．627

　 　
．：P くo．tt・c・1：

b　：According　to　the　criteria 　by 　Vansk 〕w 、

｝」 魁 T 。，。1

RAST

「
　 1Iz 　 i　 2t）

　 　 i：29．1器
．
：

（
∠

・43

　 　 RAl1E 　　O ξ　C 〔，inc】de冂 CC・
　 　 　 い 〒．・．；．’65＝｛17S4

45 　　　 　　 い くo．〔lo ユ∫

　 　 　 　 10　 　　 is
T ．コ［al
　　　i．〔三3・3％）i

弱

｛1βCI％）

一
致率 は 68．tt％ で あった．

　3， ユ ズ 」 力 以外 の 他 の ア レ ル デ γ ［：48種）に よ る プ

リ　ッ ク テ ス ト

　 ユ ス し  り の RAST 施手∫例 140例 に 行 っ た プ リ
ノ ク テ

ス y の 結果 をみ う と，HD は 118例 （84，3％〉．　 mite （D．

fllは 113例 〔8（〕．7％），猫毛28例 ‘20％），杉 24例 （17．1％），

絹 17例 （12．1％），輿黄 14例（1  ，0％）．卵白14例 （10％），

ソ バ ガ ラ 13勉 （9．3％二：， カ モ ガ ヤ 12　fi］ （8．6％），カ ン
tt

ジ ダ 1ユ例 ：17．S％
．
｝ で あ っ た．陰性 U 例 （7，8％）で あ つ

た ．気管支喘息．蜀 7例中 HD 腸性 者 は 104例 （97，2％）．

タ
ゴ

ニ io5，Gtii　（98．1曾≦），　蚕苗毛25伊ij　〔23．3％），　案彡21千列

｛1｛．6％．〉，ソ バ プゴラ 13｛列q2 、1％ ），キ ヌ 12｛列（11．2，6），
カ モ ガ ヤ ユ ｛列 （9，3％〕：，卵 白 9弼 （8．4％：i， エ ビ 9 例

（8．4ヲ6）．　カ ン
’
ジ
‘
タ
ー
8 訓　（7、4％），　陰性 2 ゴ列　（1，896．）

で あ っ た．

　 4． ユ ス リ カ 以外 の 他 ア レ ル ゲ ソ に よ る RAST

　患者139蜻に 施行 した RAST の 陽性溝
．
数 は

，
　 HD 　97

例 （69．7％），ダ ニ （D ．f） 108例 （77．796），杉15例

（IO，7％），猫毛鱒例〔7．1％）， キ ヌ 5 働（3．　r）％）で あ っ

た ．陰性 は 19例 q3 ．6％
「
｝で あ っ た ，喘息患者 107例 中

Iu　ml
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　 　 　 　 　 0．1
M ｝dge　RAST （＋ 1　　　　　　≒一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Midge 　RAST ：＋　　　　　　　　　　　1−／

　 　 ［
＝26　　　　　　　　　 n71 ↑δ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ω≡25　　　　　　　　　　　　　　 n ＝1D8

　　　てa）IgE　ievels　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：b）D．f　SI）ecific 　IgE　antlb   dy

　 F量g．4．　Peripheral　lgE　levεls　 and 　D ．f　specific 　IgE　antibGdy 　levels．

　RAST 　positk，e　patients　showed 　higher　levels　ef 　lgE くpく 0．OOIJ・and 　D．f　g．　pecific
IgE　ab ，　bu し しhe　laヒ亡er　showed 　no 　statistical　significance ．
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十宇文子他 ユ135

ダ ニ（D ，f）陽 性者 102例 （95．3％），
　 HD 　IO1例 （94．4％ 〕

，

杉18例 （16．8％），猫 毛 9 例 （8．O％），ア ル テ ル ナ ［） ア

7例 （6，5％．）， ソ ’ミ粉 （13．7％．〉， カ モ ガ ヤ 3例 （2 ．8％），

犬，卵 白各 2 鍬 こ1．8％），陰性者 は 4 例 113 ．7％）で あ っ

た ，

　5．血 清 igE値 の 比較

　 ユ ス リ カ RAST 陽 性 群 の 血 清 IgE値 は 80−4790ul

mkgeorne しrica 】mean 　1528 ．6± SEM 　26C｝．9，　 n ＝ 26）
，

陰性群 の それ．は 5−125DOu，，∫ml （995．8± 85．8，　 n ； 116）

で 陽 性 群 が有 意に 高 値 を 示 した （p 〈 0．    1）〈Flg．4a ♪，

　6．血 清 ダ ＝一くD ．f．） 特異 IgE抗体 の 比較

　 RAST に よ る ダ ニ 特 異　lgE 抗 体 は 陽 性 群 は

0．17−300U （M ； 118，74± 22．31　SEM ．　 n ＝25），陰甓

群 は 0．17−iOOO （．＝69．55± 11．62，
　 n ・・108 ）で ，陽 性群

が 高 い 傾 向 を示 した が，有意差 は なか っ た （Fig，4b）．

Table 　4　Major 　RAST 　in　aliergic 　patients

　 　 　 　 　 　 and 　in　 asthma

Maj   r　 RAST 　positlve　 allergens 　in　a］lergic　d珀eases

　 ：：n＝139．］
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考 　案

　 ユ ス ｝； カ 〔Chironomidae ） は 蚊 をこ似た 昆 虫 で あ り，

ア フ リ カ ・ナ イ ル 河 の ダ ム 湖に 大量発生 し流 域住民 に

気管支喘息，鼻炎 を 多発さ ぜ た 原因抗原 で あ る こ と が

Freeman ’，，　 Lewris
’
n ，　Kay3 ）な ど に よ り解明 さ れ た．ま

た ，Baur は ユ x リ カ 幼虫 ま り 魚 の 餌 を作 る 入 の 職業

病 と し て 喘 息が ユ ス リ カ に よ る もの で あ る こ と を証 明

し だ 】．日 本 で は 1984年 五 十嵐 ら
5】
が富山市周辺 に 大昆

発生 し た ミ ヤ コ ム モ ン ユ ス リ カ PO砂 魔ゴ跏η7 κyo’0ρフ2−

se （Tokunaga 　1938：1 成虫に よ る 工5羲 と 13歳の 男子 の

気管支喘息 2例 を 報 告，村上 ら
6 ，が 小 児気管支喘 息に

お け る プ 1」
ッ ク テ ス ト 1’c て 陽 性 率 が 8 −22％ あ り，

RAST と の
一致率が 高 い こ と を報告 した ．更 に ，水 上

ら
？
，が オ オ ヤ マ チ ピ ユ ス リ カ Trtn）＋iCtrSUS　の   徽 ゴ

t／Sag．a 　1979）成虫吸 入 に よ り呼吸爾難 発作 を呈 し た
・

成人例 を 報 告し て い る． こ れ らは局地 的な 現象 で あ る

と考え ら れ て い た が ，1986年 伊藤 ら
e／’“・｝fli東京及 び近辺

の 成．人喘 息患者 に お い て ， ア カ ム シ ユス リ カ 成 虫 ・幼

虫及 び セ ス ジ ユ ス リカ の RAST 及 び プ i丿 ッ ク テ ス ト，

RAST 　 inhibition　 testを施行 し、　 RAST は 32』 ％，

prick　test　38．O％ と，
　 HD ，ダ ニ に 次 い で 高 い 陽 性率 を

示 し，ユ ス リ カ は ダ ニ ，HD ，キ ヌ ，エ ビ，な どの 市甑

の ア レ ル ゲ ン と の 共通 抗原性 が 低 く，重要 な ア レ ル ゲ

ソ で あ る こ と を示 し た ．ま た 山下 らは ，ユス リ カ 皮膚

テ ス ト 陰性 の 喘息患 老 で も抗 lgG 抗体が高 い こ と を

示 し た
且31
．

　我’婦 よ今 回発生 が 1 年 の 内 ll月一12月初 と隈 られ た

種 ア カ ム シ ユ ス リ カ　（T ．a
’
）

’‘ ，Er対象と し た が， こ れ に

よ る RAST 分析 に よ り小児 ア ル ギ ー
疾患，殊 に 喘息 に

お い く も．HD ，ダ
．
二 に 次 ぐ重要な ア レ ル ゲ γ で あ り

（Table　4：｝， そ の陽性率 は 加齢 と 共 に 増加 し，18−20歳

に peak があ る こ と よ り ユ 入 V カ は，　 HD ，ダ ニ の よ う

な室内 ア レ ル ゲ ァ で 出生時 よ り暴露さ れ る 不 可 避の 吸

入 ア レ ル tr
−
　
’
7 で あ る よ り，む しろ 戸外 に 存在 し接 触 ，

感作 を受け る の に あ る程度 の 時間 の 軽過 が 必要 な杉，

ブ タ ク サ に 類似した ア ン
厂
ル ゲ ン で ある と 言え よ う．又 ，

東 京 都 外 居 住 者 の RAST 陽 件 丞 が 都 内 居 住 者 の

RAST 陽 性率 よ りや や高 い が有意差 は な か っ た こ と

よ り．大都南及 び そ の 馬辺 に 局在 せ ず，む し ろ普遍的

な ア レ ル ゲ ン で あ る こ と を示唆 す る．我 々 も最近 ユス

」
酌 （T ．a ）に て d 結膜 炎，鼻炎，喘息 を起す ll歳 男児

を経験し て い る （発表予定）．小児 に お い て は ，発育 の

過 程 で 両
一

ア レ ル ゲ ソ に て 諸症状 を起 し，加齢 と共 に
，

初 発症状→他 の 症状 に 移行 又 は併発 して い る．1960年

代よ り杉花粉症が増加 し て い る が， も し生活環境の 変

化 が ア レ ル ギ ー
症状 を増加 させ て い る とすれぽ ユス リ

カ に よ る ア レ ル ギ ー
の 重要性 が 今後増 す と 思 わ れ る ．

日 奉に お い て， ア レ ル ギ ー
症状殊に 喘 息の 主要 ア レ ル

ゲ ン で あ る こ と が 示 され た ユ ス リ ヵ は ， ミ ャ コ ム モ γ

ユ ス リ カ ， オ オ ヤ マ チ ビ ユ ス リ ち セ ス ジ ユ ス リ カ，

ア カ ム シ ユ ス リ カ で あ る が， ユ ス リ カ の 種 に よ り，発

生場所，羽化 の 季節 が 異 な っ て い る
15）．佐伯

］6」
らは オ オ
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1136 小児 ア レ ん ギ ー
疾．憲の ア ヵ ム シ ュ ス iJヵ RAST に っ L ・て

ユ ス リ カ は こ れ ら全 て の ユ ス リ カ を包揃 し，共通 し た

ア レ ル デ ン 活 性を有 し て お り， ユ ス リ カ ア レ ル ギ ー
の

指 漂的抗原 に な る と述 べ て い る，今回 我 々 の 調 べ た ア

カ ム シ ユ ス リ カ は 霞 ウ
．
浦 に 毎年 11月 に 大発 生 す る．

佐 々 ら
L
噌こ よ る 乙 び わ 湖．霞 ケ 浦 か らは 湿重量 で 何千

．

ト ソ と発生 し．湖岸地域 に そ の 死 骸が堆積 し，翌 春 に

塵 と砕 け て 空 中 に 飛散 す る の で は な い か と述べ て い る

よ うに ，通年柱 の ア レ ル ゲ ン で あ る と 思．わ れ る．
一

方

セ ス ジ コ ・ス リ カ は．冬期を除 く，通 年 性 に 発生す る ユ ス

リ カ で あ り，伊藤 ら に よ り共通抗原性があ る こ とが 示

され て お り，今回 の 陽性 群の 中 に は セ ス ジ ユ ス リ カ の

陽 性 群 も含 ま れ て い る 可能性 が あ る と 思 わ れ る．こ れ

が 田 園地帯の み で な く，都会居住者 に も，HD ，ダ ニ に

次 く暢 性率 を示 した と考 え られ る，小児で は 加齢 と共

に 陽性率が 高 ま っ て い る こ と は HD ， ダ ニ な ど室内 の

環箋整備に よ り軽減可能 な ア レ ・げ ソ と 異 な り洛 ギ，

ブ タ ク サ
， そ の 他の 花粉 と 同様 に 屋外 に お け る 除去 困

難な ア レ ル ゲ γ で あ る こ と を示唆 し て い る． ユ ス P カ

は ，水質汚濁 の 指標 と もな り得 る の で
L7 ／’，環境衛生整備

と台わ ぜ て 今後更に 解明 さ れ る べ ぎで あ ろ う、

　 こ の 研 究 に ご 協力 頂 い た 小林　登 （国 立小 児 病 院 ），早 川

浩 ・岩 田　方 （東大分院小児科〉、宮 ド俊之 ・盪田 隆二 （東

大 小 児 科 ），高 島宏 哉 （日本 靆床 ア レ ル ギー
研究所）の 東大

小 児科 ア レ ル ギ
ー

グ ル
ー

ブ 諸 先 生 方 に 感謝致 し ま す．

　本研究は 日産科 学 財 団 の 援 助 を受 け た．
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RAST  ANALYSIS  OF  CHIRONOMID  MIDGE  <TOKVNAen  YVSURJKtl  AJLtllldrUSD IN

            PEDIATMC  A,LLERGIC  DISEASES  IN TOKYO  AREA

                          FumikoJuji

       Dopartment of Pediain'es, liZiet`lly ofMedieine; Univetsily of Tbts,o

           Koji Ite, Naerni Yamashita and  Terumasa  Mjyameto

Dopartment ofMedicine and  Rhysieal Theropy, Ftnrulty of Mbdicine. Universily of 7lokye

                 Toshihiro Shlbuva and  Kiseko Kamei

       Dopartntent of thrasitotogr', School of AtlTedicine, 1leikyo U)tiversily

                         Manabu  Sasa

              7b.vama iWledieal  and  Phat tnaceuticai  University

   Chirenomid midge  is found to be an  important allergen  in allergic  children.  RAST  tests with  extracts  from
adult  midiges  (7bleuncrguyusurilea ahamusij  were  carried  out  on  140 allergic  patiens aged  from 5 m  to 22 years. 18,6%
of l40 patients showed  positive RAST:  group 1 (age 5 m  te 6 years), 3.2%, group2 <6 te 12 years>, 7,7%, group 3 (12 to
18 years> 20,O%, group  4 (18 to 22 years), 48.3%. Poskivity increased according  te the increase ef age.  Positivity in
asthma,  22,29/, al]ergic  rhinitis  14,3%, atopic  dermatitis 5.3%, unicaria  tr%, Coincidence of RAST  score  and  prick
test was  78.4% accerding  to Vanselow's criteria. PDsitivity with  RAST  and  prick tests was  the third rank  following
rnite and  house dust. Positive rate  of RAST  in the patients living around  Tokyo is higher (20,O%) than  the patients
living in Tokyo <17.8%) but there was  no  statistica} signMcance,  Periphera1 lgE levels were  significantly  higher in
RAST  positive group ip<O.eOl) than  RAST  negative  patients. D.f, specific  lgE antibodies  were  higher in RAST

pasitive patients than  RAST  negative  patients but there was  ne  statistical significance,


